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Aristophanes, Pax 1268-1304 

一叙事詩およびエレゲイア詩のパロディーについて

佐野好則

I 

アリストパネース『平和』には、ラーマコスの息子とクレオーニュモスの息子が

登場し、それぞれ叙事詩とエレゲイア詩を歌うパロディー場面 (1268-1304)がある。

ラーマコスの息子が歌う最初の部分は EpicCycleの『エピゴノイ』の冒頭であり、

クレオーニュモスの息子が歌うのはアルキロコス断片 5(West)である。これら二人

の子供が歌う叙事詩とエレゲイア詩は、『エピゴノイ』とアルキロコスの断片を校

訂する際の重要な資料である。

一般に喜劇において他の作品が引用される場合、しばしば変更が加えられる。『エ

ビゴノイ』とアルキロコスの断片を校訂する場合にも、アリストパネースによって

加えられた変更を見極める必要がある。実際、『エピゴノイ』とアルキロコス断片

校訂者の間には、アリストパネースによって加えられた変更の範囲に関して見解の

相違がある。この変更の範囲を見極めるためには、他の著作家や『平和』の古註記

者によって引用された『エピゴノイ』やアルキロコス断片5の詩句との比較とともに、

『平和』の文脈の中で、いかなる効果を持つものとしてそれらの叙事詩やエレゲイ

ア詩が引用されているのかを検討する必要があろう。

本稿において、一方では『エビゴノイ』およびアルキロコス断片 5の引用と『平和』

の文脈との関連性を考慮に入れ、これらの引用によって得られる喜刷的効果を検討

する。他方、そのことによって、アリストパネースがそれぞれの作品を引用する際

に加えた変更の範囲を検討し、『エピゴノイ』とアルキロコスの断片校訂に関する

議論に寄与することを目的とする。

I I 

トリュガイオスはラーマコスの息子（りが登場する際に、「これから歌うものの、歌

い始めの予行をするために (¥'.VaClTT1 q(JETaL TTpoavapd入nTal)」外に出てきたようだ

と述べ (1266-7行）、その子供に対して「まず歌い始めをやってみなさい (TTpOTEpOV

dvapa入OV)」と言う (1269行）。それに続いてラーマコスの息子はダクテュロスの韻

律で歌い出す。

IT. A. vi)v ave'OTT入OTEpwva.v8pwv apxwμE0a― 
Tp. rrai)(Jal 

OTT入OTEpousq8wv... (1270-1) 

ラ．の息子 さあ今度は若武者たちから歌い始めよう―

トリュ． やめてくれ、

若武者たちを歌うのは。

(I) この少年が誰の息子であるかは 1290行で判明する。
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1270行についての古註はこれを『エピゴノイ』の冒頭であるとし(2)、また『ホメー

ロスとヘーシオドスの歌くらべ』（以下 Certamen)でも『エピゴノイ』の冒頭とし

て第五脚まで同一の詩句が引用されている。

'Emyovous... ~s ~ apxt 
函 au0'OTT入OTEpwvav8pwv apx叫μE0aMouam. 

(Certamen 258-9 Allen = Epigoni fr. I Davies EGF) 

従って 1270行は『エピゴノイ』の冒頭から取られたものであることは確実であろう。

1270行末のトリュガイオスの科白となっている TTaDaalという語は、もとの『エピ

ゴノイ』の行末のMoDaalとの発音の類似を意識して選ばれたものとみなしうる。

しかし、その後にラーマコスの息子が歌う詩行(1273-4,1276, 1282-3, 1286-7) 

に関して、それらも『エピゴノイ』の断片である可能性について研究者たちの間

に見解の相違がある。 Allenは 1282-3行と 1286-7行について、『エビゴノイ』の

断片である可能性を示唆している(3)。BernabeはAllenの見解に沿って 1282-3行

を『エビゴノイ』 Fragm.Dub. 6とし、 1286（末尾除く）ー1287行を『エピゴノ

イ』 Fragm.Dub. 7とする(4)。それに対して DaviesはAllenの見解を受け入れず、

1270行以外のラーマコスの息子が歌う詩行を『エピゴノイ』の Fragm.Dub.とは

しない(5)。Westも同様である(6)0

『エピゴノイ』校訂者たちの間の以上の相違を踏まえた上で、ラーマコスの息子

とトリュガイオスのやりとりを検討したい。 1270行の『エピゴノイ』からの引

用の中の6TT入OTEpwv(より若い者たち）という言葉に反応して、 トリュガイオスは

TTaDoal bTT入OTEpousq8wv(「6TT入oTEpousを歌うのはやめろ」）と述べている。これは「よ

り若い」を意味する OTT入6TEposという形容詞を OTTA.a（武器）と結びつけた曲解に基

づいている呪 OTT入aという語はこの前の武器商人たちとのやりとりでも用いられて

いる。

............ KaしyapOUTOGl 

OTT入WVKaTTT]入osaxeoμEvos TTpoaEPXETal. (1208-9) 

というのもそこに

武器商人たちが不機嫌な様子でやって来るから。

6TT入oTEposの曲解をしてトリュガイオスが述べる TTaDaalbTT入OTEpous4如vという発
言は、先行する場面でトリュガイオスと OTT入WVKClTTT]入osとのやりとりがあり、おそ

らく実際に小道具としていくつかの武具が持ち出されたこととの関連性を作り出す

(2) Schol. VG ad 1270: apx~ T伽 'E1TLy6vovAvTLμdxou. 
(3) Allen, p. 116: "fortasse ex Epigonis sumpsit Aristophanes et quos post fr. I 
citat versus:... (Pax 1282-3, 1286-7の引用）．．．． dequibus tacet quidem 
scholiasta, sect idem Certaminis auctor ita 1282, 1283 adhibet (107, 108) ut 
1282 Hesiodo adscribat, lecto tamen 8d1rvov ETTEL0'EL¥ovTo in initio." 

(4) Bernabe, p. 31. 

(5) Davies, pp. 26-7. 

(6) West, Greek Epic Fragments, pp. 54-9. 

(7) 67T入OTEposは語源的には61T入aと結びついており、「武具を持つによりふさわしい」の
意味であったことが推測されるが、実際の用例においてはVEWTEPOSと同じ意味で用
いられている。 Cf.LSJ, s. v.'6,r入oTEpos';Olson, ad Pax 1270-3. 
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ものと思われる。

さらにラーマコスの息子は叙事詩の朗唱を続ける。

TT.A. 

Tp. 

II. A. 

ラ．の息子

トリュ．

ラ．の息子

oi'. 8'OTE Bit UXE8ov加aavElT1 aUtj入OLULVLOVTES' 
avv p'E~a入ovpLVOlJS TE Kal aaTIL8as 6μ中a入oEaaas.

dalTi8as; ob lTabGEL µ€µvnµとvosdalTi8os iμtv; 

EV0a 8'aμ'olμw'Ytj TE Kal EUXW入ilTと入EVav8pwv. (1273-6) 

さてお互いの方へと向かって進み、間近になったとき、

彼らは革盾と鋲のついた盾を撃ち合わせた。

盾だと。盾のことを俺たちに言うのはやめてくれ。

そこで一斉に男たちのうめき声と勝ち誇った叫びが生じた。

91 

1273-4行および 1276行についてはAllenもBernabeも『エビゴノイ』からの引

用である可能性を示唆していないが、 Olsonは以下のようにその可能性に言及する。

It is not impossible that these lines (ignored by Bernabe) are part of (or 

at least adapted from) the proem to the Epigoni, and the rel. clause would 

be a typical feature (cf. H. fl. 1.2-5; Od. 1.1-2; h.Ap. 2; h. Ven. 2-5). As 

加ousTE Kai. aa,rL8as is a glaring tautology, however, this is more likely a 

free Aristophanic composition, roughly based on Homeric models such as 

fl. 4.446-51=8.60-5.(B) 

この引用の前半でOlsonは、 1273-4行が『エピゴノイ』の序歌の一部またはその

翻案である可能性を論じている。しかし、これらの詩行は戦闘場面の描写に属する

ものであり、内容的に序歌に属するとは考え難い。また Olsonは1273行の関係節

について、叙事詩の序歌にしばしば関係節が用いられることと合致するとみなして

いる。しかし、 1273行では関係代名詞oiに接続詞8Eと時の接続詞6だが続いてお

り、先行詞が属する文からの時の経過を含意している。このような関係節は叙事詩

の序歌に特徴的なものではない。従って、1273-4行および 1276行は『エピゴノイ』

の序歌から採られたものではありえないと考えてよい。

それに対して、これらの詩行は、上の Olsonの引用の後半で述べられているよう

に、ホメーロス叙事詩の詩句をもとにしてアリストパネースが構成したものである

ことの蓋然性は高いと思われる。 Olsonの引用の最後にある『イーリアス』第四巻

と第八巻の箇所は以下の通りである。

ol 8'oTE 8tj p'ES'xwpov Eva ~VVLOVTES'i'.KovTo, 
Guv b'epa入ovblvobぐ，0iv8'€YXEa kal. µ€v€'dv8p6v 
xa入KE00wptjKwv・ ClTap ~入6EGaal

E1T入nVT'd斑屈6l,1TO入us8'opvμa裕Osdp0pEl. 

€v0a 8'dμ'oiμOYi TE Kal. Ebxw入i1Tと入EVdv8p0v 
6込加TWVT€ kal. 6ぃuµ€v卯，従E 8'ai'.μaTl Yata. （△446-51 = 060-5) 

△446行は 1273行と類似しており、△447-8行の下線部をTEKa(を用いて合わせる

と1274行になる。また△450行は 1276行と同一である。さらに 1273行と同一の

詩行は『イーリアス』に十二回見出される(9)。1273行と 1276行が『イーリアス』

(8) Olson, ad Pax 1273-6. 

(9) r15, El4, 630, 850, Zl21, A232, N604, TI462, l'l 76, <1>148, X248,叫816.
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の詩行をそのまま用いた可能性が高いのに対して、 1274行はアリストパネースが

手本を組み合わせて作った行である可能性が高い。この行については Olsonが上の

引用の中で ‘glaringtautology'と呼んでいるように、「盾」を意味する二つの語が

並べられていること (mvoUsTE Kai dGTTi8as)が目立つ。この行に続く 1275行のト

リュガイオスの科白の中でdGTT(sが二度用いられていることにより、盾はさらに強

調される。この行での μEμVT]μEVOSO.UTTLOOS ~µ'iv （盾を我々に思い出させる）におい

て、 daTTisという語は軍務を全般的に表しているとみなすことができる。 336行の

叙畑袖VTiv dUTT[8aにおいてもこの語は軍務を全般的に表している(10)。 それと同時

にここでの執拗なまでの盾の強調は、クレオーニュモスの息子が歌うソローンのエ

レゲイア詩の中でdGTTはに焦点が当てられること (1298)への伏線となっていると

考えられる。

ラーマコスの息子にどのようなことを歌えばよいのか尋ねられて (1279)、 トリュ

ガイオスは歌うべき題材として食事場面の詩句を例として示す。

涵 oiμEv8aivuvTOPoOv kp€a'Kai Td TOlauTi・ 

'apLCTTOV TTpOTL8EVTO KaL缶O'硲laTaTTdaaa0aL.' (1280-1)。

「そのように彼らは牛の肉を食べた」の類いだ、

「彼らは朝食を用意した、食べるにおいしいものを」とか。

それに応じてラーマコスの息子は以下の二行を歌う。

心soiμとv8aivuvTO PoOv kpEa kabx€vas i'.TTTTOV 

EK入uovl8pWOVTUS, ETTEしTTO入EμouEKOpEa0Ev. (1282-3) 

そのように彼らは牛の肉を食べ、汗にぬれた馬の首を

解き放した、戦争に飽きた後で。

前述のように Allenはこれら二行が『エピゴノイ』から採られたものである可能性

を指摘し、それに追随して Bernabもはこの二行を『エピゴノイ』の Frag.Dub.と

している。この二行とほぼ一致する二行がCertamenにある。

8ELTTVOV ETTEL8'EL入OVTO~owv KpEU KUVXEVUS i'. TTTTWV 

EK入uovl8pwovTas, ETTEしTTO入EμOLOKOpもaeriv. (Certamen 107-8) 

1270行の場合には、 Certamenの中で『エピゴノイ』からの引用であることが明示

されており、『平和』の古註にもそのことが記されている。しかし、この二行につ

いては Certamenにも『平和』の古註にも『エピゴノイ』からの引用であるという

記述はない。 1282-3行とほぼ一致する詩行がCertamenにあること自体は、この

二行が 1270行のように『エビゴノイ』から採られた可能性には結びつかないと思

われる (II)。従って、1282-3行が『エピゴノイ』からの引用である可能性については、

『平和』の文脈の中で判断されるべきであると思われる。

1270行で『エピゴノイ』の冒頭を歌った後、ラーマコスの息子が 1273-4行お

(10) Olson, ad Pax 335-6. 

(11) Certamen 107-8行は、意味が通じない詩行にもう一行付け足すことにより意味が
通じるようになる詩行が集められている箇所で、その一例として挙げられている。
すなわち 107行のみを取り上げると、 aUxtvasIiTiTov が ~owv KpEUと並んでE1A.OVTO
の目的語として8EtiTVovの内容となる。『平和』 1282行においても、一行のみを取
り上げたときの滑稽さが意図されていた可能性はないとは言い切れないかもしれな

")。
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よび 1276行で歌う詩行は、先に検討したように『エピゴノイ』の序歌から採ら

れたものとは考え難く、また『イーリアス』の戦闘場面の詩行（特に△446-51= 
060-5)を模倣・翻案したものである可能性が高い。 AllenもBernabeも1273-4行

と1276行については、『エピゴノイ』からの引用である可能性について示唆してい

ない。またラーマコスの息子は 1270,1273-4, 1276行で歌った詩行についてトリュ

ガイオスに非難され、 1279行で何を歌ったらよいか尋ね、 1280-1行でトリュガイ

オスによって手本を示され、それに基づいて 1282-3行を歌う。ラーマコスの息子

がトリュガイオスの手本に従って歌っていることは、 1282行の第五脚までが 1280

行のトリュガイオスの言葉の繰り返しとなっていることによって強調される。従っ

て、ラーマコスの息子はあらかじめ歌おうとして用意していたものとは別のものを

1282-3行で歌っているという体裁となっている。従って『平和』の文脈は、ラー

マコスの息子が一貫して『エピゴノイ』からの詩行を歌っている可能性を示唆する

ものとはみなしえない。

1280-4行で食事が強調されることは、『平和』全体の構成と関連性がある。この

劇は戦争中の食料の不足状態から始まり、平和の女神が回復された後は、田舎へ戻

る農民たちの農耕と収穫への期待と、トリュガイオス祝婚の宴へと転換する。この

ような戦争から豊かな食事へという劇全体の動きが、ラーマコスの息子の湯面にも

反映されることとなる。

ラーマコスの息子による叙事詩朗唱の最後は次のようになっている。

II. A. 

Tp. 

II. A. 

伽p加aaovT'c'ip'ETTELTaTTETTavµevOL, — 
.,. 

aaμEvoL, mμm. 

rrupywv 8'ととEXEOVTO,~o~ 8'da~EUTOS'6pwpEL. 

Tp. KCIKLOT1 a.'IT6入OLO,'ITm8cipwv,auTa1s μcixms・ (1286-8) 

ラ．の息子 それからやめて、武具を身につけた一一

トリュ． 喜んでそうしたと思う。

ラ．の息子 そして城壁から出撃し、消しようのない雄叫びが上がった。

トリュ． 悪餓鬼め、戦闘と一緒に惨めに滅びてしまえ。

前述のように AllenとBernabeは1286-7行（但し 1286行末のトリュガイオスの

科白になっている部分を除く）が『エピゴノイ』からの引用である可能性を認めた。

しかしこの二行が何らかの作品からの引用であることを示す古註などの記述は存在

しない。またこれらの二行についても、『平和』の文脈からは、それらが『エピゴノイ』

からの引用である可能性を推測し難いことは、 1282-3行の湯合と同様である。

1286行のトリュガイオスの科白は、 0wpioowという語の両義性に基づいている。

この動詞の意味は (1)「O0paと（胴鎧）を身につける、武装する」という原義の他に、(2)

「（飲酒によって）活力を与える」の意味でも用いられている(12)。ラーマコスの息子

が(1)の意味で「彼らは胴鎧を身につけた、武装した」と述べるのに対して、トリュ

ガイオスは (2)の意味で「彼らは（飲酒によって）活力をつけた」と解している。こ

の動詞の両義性に基づく言葉遊びは、『アカルナイの人々』におけるラーマコスと

(12) LSJ, s. v.'0wp加四',I'armwith a 0wpa€: generally, arm', II'fortify with drink'. 
LSJはIIの意味の用例として、 Hp.Epid. 2. 5. 10, Morb. 4. 56, Thgn. 413, 470, 
842, Pi. fr. 72等を挙げている。
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デイカイオポリスのやりとりの中にも見出される(13)。

AA. 中とPE8EDpo, TTUL, 8wpaKa TTO入EμWTtjpLOV.

△I. EempE, TTaL, 8wpaKa Kaμol TOV xoa. 

AA. EV T(fl涙 TTPOS'TO心s1TO入€µious OopiEoμal. 

△I. EV T(fl裟 TTPOS'TOl/S'uuμTTOTaS'8wptjeoμm.(Acham. 1132-5) 

ラーマコスは伽ptjeoμmを「私は 8wpaとを身につけよう」の意味で用いているが、ディ

カイオポリスは同じ動詞を「私は飲酒で (cf.xoa 1133)活力をつけよう」の意味で

用いている。

『平和』の 1286行での Oop加四の用法については、武具商人場面 (1210-1264

行）との関連をも考慮に入れるべきであると思われる。武具商人場面では入6cpos（兜

飾り）、 8wpaど、 ud入TTLVど（ラッパ）、 Kpcivos(兜）、 86pu（槍）がおそらく小道具とし

て持ち出され、それらについての買い取りの交渉が行なわれる。 8wpaどについては、

これを便器として買い取ることをトリュガイオスが申し出て、それを便器として使

う格好をしてみせる (1224-1239行）。他の武具と比べて、 0血paとにはより多くの詩

行が割かれている。ラーマコスの息子とのやりとりでの伽piooいの意味の取り違え

によって、前の場面での 8wpaとをめぐるやりとりとの関連性が作り出されるという

ことができるであろう。

1287行と類似の詩行は『イーリアス』第十六巻 267行 (EKvriwv EXEOVTo・ ~o~ 8' 

如~EUTOS'opwpEL.）にある (14)。行の後半と同一の詩句はそれ以外に『イーリアス』に

四回見出される(15)。1286行は如p加GGoの両義性を活用することを目的としてアリ

ストパネースによって作られ、 1287行は『イーリアス』の類似詩行を参考にして

作られたものである可能性が高いと思われる。

ラーマコスの息子が歌う叙事詩の詩句のうち、『エピゴノイ』の冒頭であること

が確実な 1270行以外の詩行 (1273-4,1276, 1282-3, 1286-7)については、以上の

考察により『エビゴノイ』の断片である可能性は考え難い。むしろ、アリストパネー

スは、ラーマコスの息子とトリュガイオスのやりとりと、先行する武具商人場面や

続くクレオーニュモスの子供とのやりとりとの関連性を作り出すために適当な詩句

を、主に『イーリアス』の詩句を手本として翻案したものと考えるべきである。『エ

ピゴノイ』断片校訂に関しては、 1282-3行および 1286-7行を Frag.Dub.として

扱うことは適切ではないと思われる。

III 

ラーマコスの息子とのやりとりの後で、クレオーニュモスの息子とのやりとりの

場面 (1295-1301)となる。 この場面でクレオーニュモスの息子はエレゲイア詩の

朗唱の練習をする。

rr. K. aOTTi& μEvこatwVTls dYd入入ETaL,~V TTapa 0aμV([l, 

#.vTos aμwμT]Tov, Ka入入LTTOVOlJK E0E入WV―
Tp. 

'l' 

€LTT¢ μOL, W TT6oowv• Eis TOv uauTOU TTaTEp’⑯ELS; 

(13) Olson, ad Pax 1286-7. 

(14) Ibid. 

(15) A500, 530, Nl69, 540. 
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II. K. 伽xiv8'廷Eaduaa―
Tp. KaT加xvvas淀 TO吋as. (1298-1301) 

ク．の息子 サイオイ族の誰かが、盾に得意がっている。それを茂みの近くに、

非のうちどころなき武具を、私は気が進まぬながら残した一一

トリュ． 言ってくれ、坊や、お前の父親について歌っているのか。

ク．の息子 だが命は救った―

トリュ． でもお前は親の面目を失わせた。

この箇所への古註は、このエレゲイア詩をアルキロコスのものとし、詩の続きを引

用する。

Kal TOVTO'.Apxl入6xovE(JTlv E~fjs 

加xiv8'廷Eaduaa.Ti μol μと入Ela(J'lTis €KEiVT]; 

EppETw. (Schol. V ad Pa.x 1301) 

このエレゲイア詩fr.5 (West)は複数の著作家たちによって引用されており、その

一行目と二行目 (Pax1298-9)については、アルキロコスの校訂者たちの間で、ア

リストパネースの伝承のままとすることで見解が一致しているが、三行目について

は見解が相違している。主な伝承における第三行目の前半は以下の表の通りである。

(1)加xiv8'廷EcrciwcraAr. Pa.x I 301. 

(2) a蒟 vμEvμ'fociwcra Olympiod. in Plat. Gorg. p. 128, 13 Norv. 

(3) a加如 µ'E~foa匹a Elias proleg. philos. 8 p. 22 Busse. 

(4) auTos 6'迂紳町OVeavciTOV TE入osSext. Emp. Pyrr. Hyp. 3. 126. 

アルキロコスの校訂者、注解者のうち Lasserre,Treu, Perrotta-Gentiliは、 (1)の

アリストパネースの読みをそのまま採用している。また、 Buchholz-Peppmiller,

Tarditiは、 (4)のSextusEmpiricusの読みをそのまま採用している。それに対し

て、 Hoffmannはa加Ov8'€E€oauoa という読みを提案した。これは（2) と（3) にあ

るa加如と（1)と(4)にある 8とを組み合わせたものである。 8とはアルキロコス断片

一行目のμむと対応する。また、 a如如のみで再帰代名詞となるのはホメーロス叙

事詩にはあるが(16)、アッテイカ方言の用法ではない。 (2)と(3)のように μEが添え

られた読みは、アッテイカ方言に適合させられたものであると理解できる。 (4)にも

行頭に a如dsの変化形があったことが反映されている(17)。Hoffmannによって提案

されたこの読みは Diehl,Husdon-Williams, Campbell, West, Adkins, Gerberに

よって採用されている。本論考の筆者もこの読みを支持する。

他方、アリストパネース『平和』 1301行においてa如如が加x印に変更された

理由について、 Doverはアッテイカ方言への適合("anaccommodation to Attic 

usage")us)としている。さらに WestはDoverの見解に基づいて “Aristophanes'

(16) Schwyzer. Gr. Gr. II. p. 196. Cf. Dover, p. 11. 

(17) West, Studies, p. 118: "Sextus is quoting from memory; he remembered aiJTo. 6' 
E~E- from the true text, but, influenced by what he had just written (creμvuv6μevos 
紐t而寸vdcTl't8a bi収asq>uyetv), made it into a細 s8'€徳加ov6avciTou TEAOS', and 
then gave up." 

(18) Dover, p. 1 1. 
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version represents an'oral variant', i.e. a popular misquotation"(19)と述べてい

る。さらに、特に加xtjという語が用いられたことについては、 Westや Doverが

挙げる理由に加えて、別の理由をも考慮する必要があると思われる(20)0 

『平和』の中で如xtjという語は 1301行以外に三度用いられている(21)。それらの

うち以下の箇所でのこの語の用例は、 1301行との関連において注目すべきである。

'Ep. TTot6S TLS OUV Elval'86KEL Ta TTO油μLKCI.

Tp. 

ヘル．

トリュ．

6K入叫vvμos;

抑XllVy'apLCTTOS, TT入巾vY'0TL 

o訳 ivdp'o5TT€p ¢nOLV Etval TOO TTaTp6s. 

Et ydp TTOT＇ととも入 0oLaTpanwTT]S, EU0Ews 

ciTTopo入Lμa'i:osTwv OTT入WVもy(yvETo. (Paぉ674-8)

戦争に関して、どのような人であると思われていたのか、

クレオーニュモスは。

魂についてはとても勇敢な者です。但し彼は、

自分の父親と言っていた男の子供ではないことがわかった。

というのも彼が兵士として出征するときにはいつも、直ちに

武具を投げ捨てる者となったからだ。

ここではクレオーニュモスがどんな人物であるかヘルメースに訊ねられて、加vx加

y'apLCTTOS「魂において最も優れた、勇敢な」人物であるとトリュガイオスは答え

る。アリストパネースの作品においてクレオーニュモスは臆病な人物の典型であ

るため、加x巾Vy'apLCTTOSは痛烈な皮肉となっている。さらにこの引用箇所におい

て678行の ciTToPo入Lμa'i:osTwv oTT入WVという表現は注目に値する。 ciTToPo入lμatosは

iJTToPo入しμatos（すりかえられた子供）をもじって、 aTTOpci入入w（投げ捨てる）から作ら

れた造語である。 ciTToPo入Lμa'i:osT血VOTT入WVという表現は、クレオーニュモスが戦闘

で盾を投げ捨てて逃亡したことへの言及となっている。従って、 673-8行でのクレ

オーニュモスについての叙述は、 1298-9行と 1301行でクレオーニュモスの息子が

歌うエレゲイア詩と、加Xllという語が使われていることのみではなく、盾を投げ捨

てる行為への言及においても共通することとなる。さらには、 1300行のトリュガ

イオスの言葉は、クレオーニュモスの息子が歌うエレゲイア詩を、クレオーニュモ

スが盾を捨てたことに結びつける。

『平和』の中には他にもクレオーニュモスヘの言及がある。

Tp. KEL TLS E'ITL8vμwv Ta~LaPXELV CTOL中SOVEL

Eis中wsUVEA8ELV,ふ而TvL',Ev TmaLv μcixms -

(19) West, Studies, p. 118. 

(20) Olson (ad Pax 1301)は ‘‘AfterTr.'s interruption, however, a如伽 would
naturally be taken as referring back to n-aTEpa (1300) rather than as standing 
for EμauT6v, and Ar. accordingly substitutes t)luxtjv.’'と述べている。クレオーニュ
モスの息子が 1300行のトリュガイオスの言葉に反応して 1301行を歌うという演出
であれば、 Olsonが挙げる理由も abT6vが他の語に変えられた理由とみなしうるで
あろう。しかし、クレオーニュモスの息子が、トリュガイオスの言うことを無視し
て1299行に続く内容を歌うという演出は可能であると思われる。

(21) Pax 675, 829, 1068. 
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Xo. TTaaxOL'YE TOLail0'OLaTTEP応 E螂 μos. (444-6) 

トリュ． そして、もし誰かが戦闘司令官になることを欲して、あなたが

光の中へ出て来るのを妬むなら、女神よ、そいつは戦闘の中で一

コロス クレオーニュモスと同じようなことを蒙りますように。

ここでotaTTEP応函vuμos「クレオーニュモスと同じようなこと」とは何であるか明

示的に述べられていないが、盾（または武具）を捨てて逃げたことおよびその結果

としての臆病の評判を指すことは明らかである (22)。クレオーニュモスのこの行為あ

るいは臆病さは『平和』の中で後に 678行と 1299-1301行で言及されるのみでなく、

アリストパネースの他の劇でもしばしば言及されている(23)。『平和』の中ではクレオー

ニュモスに関して 446行で軽く触れられた後、 673-8行で抑XllVy'dpLUTOSという

痛烈な皮肉を含んだ表現と、 UTTO~O入Lµa'ios をもじった a.TTO~O入Lµa'ios Twv OTT入WVとい

う表現で臆病さと武具を投げ捨てた行為が印象的に述べられる(24)。その後で、クレ

オーニュモスの息子が登湯して歌うエレゲイア詩が盾を置いて逃亡した内容の詩で

あり、これをトリュガイオスがクレオーニュモスと結びつけるというように、クレ

オーニュモスについての言及はこの劇の中で積み重ねられている。ラーマコスヘの

言及についても同様の積み重ねが見出される。すなわち、ラーマコスについての言

及が304行(25) と473-4行(26)で二回なされた後、ラーマコスの息子が登湯する。

クレオーニュモスについての言及の積み重ねの中で、 1301行での加uxl)v8' 

廷Eaduaaという表現は、 675行の加XllVy'dpLUTOSという痛烈な皮肉を観客に思い

起こさせるという喜劇的効果を持つものとみなすことができる。他方この効果に着

目すると、アルキロコスのエレゲイア詩におけるもとの詩句と『平和』におけるそ

の引用との関係についても新たな見方を得ることができる。すなわち、上述のよう

にアルキロコスのもとの詩句であったと推測される a如如 8'€ とEud皿aa とは異なる

如xl)v8'迂Eaciwaaが『平和』で引用された理由として、 674-8行でのクレオーニュ

モスヘの言及との関連性を作り出す効果のために、 a如如が675行で用いられた

如x加に変更されたためとみなすことができる。この見方は、アルキロコスのもと
の詩句がabTov8'廷Eaciwaaであったとして、『平和』において a如如が加x印に変

更されたことについて、 DoverやWestよりもさらに積極的な理由づけを提供する

ものである。

主要参考文献

A. W. H. Adkins, Poetic Craft in the Early Greek Elegists, Chicago, I 985. 

T. W. Allen, Homeri Opera, tom. v, Oxford, 1912. 

(22) Olson, ad Pax 446. 

(23) Eq. 1369-72; Nu. 353-4; V. 15-27, 592, 821-3; Av. 288-90, 1473-81. 

(24)盾を投げ捨てる行為については、他に『平和』 1186行(pLlpCl(J1TL8ES)にも言及がある。

(25) iJμepa yap e~e入aµlj;ev ~6E μL(JO入ciμaxos.引用中の最後の語は「ラーマコスを嫌う」と
いう意味の造語。

(26)ラーマコスは、平和の女神を救い出すために綱を引く者たちの邪魔をして、トリュ
ガイオスに叱責される。

『フィロロギカ―古典文献学のために』 I, 2006



98 

A. Bernabe, Poetae Epici Graeci, pars i, Leipzig, 1987. 

E. Buchholz/R. Peppmuller, Anthologie aus den Lyrikern der Griechen, 

Leipzig/Berlin, 1911. 

D. A. Campbell, Greek Lyric Poetry, New Edition, Bristol, 1982. 

M. Davies, Epicorum Graecorum Fragmenta, Gottingen, 1988. 

E. Diehl, Anthologia Lyrica Graeca, fasc. iii, ed. tertia, Leipzig, 1952. 

K. J. Dover,'Archilochus'(rev. of F. Lasserre/A. Bonnard, Archiloque: Les 

Fragments), C.R. 10 (1960), pp. 10-12. 

D. E. Gerber, Euterpe: An Anthology of Early Greek Lyric, Elegiac and Iambic 

Poetry, Amsterdam, 1970. 

T. Hudson-Williams, Early Greek Elegy, Cardiff, 1926. 

F. Lasserre/ A. Bonnard, Archiloque, Fragment, Paris, 1958. 

S. D. Olson, Aristophanes: Peace, Oxford, 1998. 

G. Perrotta/B. Gentili, Polinnia: Poesia Greca Arcaica, Firenze, 1965. 

I. Tarditi, Archilochus, Roma, 1968. 

M. Treu, Archilochos, Gottingen, 1959. 

M. L. West, Iambi et Elegi Graeci, ed. altera, Oxford, 1971. 

M. L. West, Studies in Greek Elegy and Iambus, Berlin, 1974. 

M. L. West, Greek Epic Fragments, Cambridge (Mass.), 2003. 

本稿は平成 17・18・19年度科学研究費補助金基盤研究(C)「西洋古典文学における間

テクスト解釈理論に基づく実証的作品論研究」（課題番号 17520186)による研究成果報

告の一部である。

（国際碁督教大学）

『フィロロギカ―古典文献学のために』 I, 2006




